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自己紹介
• 広島大学教育学部・教育学研究科出身
• 哲学の枠組みを使って教育実践を分析
• 2019年から京都大学・国際高等教育院
で教養・共通教育としての英語を教え
始める（英語ライティング中心）

• 英語ユーザーインタビューで現場のニー
ズを知る

• https://www.i-arrc.k.kyoto-u.ac.jp/english/interviews_jp

• 2020年から英語ライティング授業で
DeepLを活用

• 2023年からChatGPTを活用
• 昨年のシンポに登壇
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コンピュータ科学者と教育実践者の違い
• 最新AIでは何ができるかという技
術中心の問いよりも、

• 技術が安定的に利用できることを
望む。

• さらには、学習者の人間的発達の
ためにAIで何をするべき（するべ
きでないか）かという人間中心の
問いの方が重要。
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大学英語教師（ライティング中心）が、
この2年間でどのように、 

AI (ChatGPT) の教育的利用についての
考えを深めてきたかを説明。

本日の発表要旨
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本日の構成

1. ChatGPT活用1年目：限定的利用を積極的に
促進

2. ChatGPT活用2年目：AIの言語生成と人間の
言語使用の区別

3. 今後のAI活用型英語ライティング教育：人
間重視と学習の高次化へ
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1
ChatGPT活用1年目：
限定的利用を積極的に促進

1.1 実践：語法添削と文体改訂、対話的語彙学習
1.2 考察：DDC、陰陽図、理解力と表現力の連動
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1.1 1年目の実践
• ChatGPTを人工「知能」としてよりも、大規模言語モデル（≒文字列
予測生成装置）として信頼

1 語法添削と文体改善のフィードバック提示
• ChatGPTが、学生が書いた英文に対して、語法添削と2種類の文体改訂を提示。
• 学生は、複数の英文を比較して学んだことをレポートに書き、自分の文章を
「自分の声」として改訂する。

• 実践報告は『京都大学国際高等教育院紀要』で2025年4月に公表予定
2 対話的学術語彙学習

• ChatGPTは、学生が指定した語に対する基本情報を英語で提示（定義・連語・
類義語）

• 学生は、その情報を基に例文を作成。
• ChatGPTは、学生例文を改訂し解説を加える。
• 学生はそこからChatGPTと（キーボード上で）対話する。

• 実践報告はKELESジャーナルで公表 (https://doi.org/10.18989/keles.9.0_45) 
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身体的能力

AI拡張的能力

統合的能力

柳瀬陽介（2023c）.「AI時代
における第2言語としての英
語力―大規模言語モデルの可
能性と限界からの考察」
『JACET中部支部紀要』 21, 
1-16. 
https://doi.org/10.34545/ja
cetchubu.21.0_1 
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1.2 1年目の考察

https://doi.org/10.34545/jacetchubu.21.0_1
https://doi.org/10.34545/jacetchubu.21.0_1
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1.2 1年目の認識
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AIの擬人化を避け、参考意見を
生成する装置としてAIを認識



2
ChatGPT活用2年目：
AIの言語生成と
人間の言語使用の区別

2.1 実践：文体改訂を3種類に、「ジェパディ！」
型語彙テスト、ソクラテス的問答
2.2 考察：AI測定への懸念、ハイデガー的解釈、
言語使用のリスクと責任
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2.1 2年目の実践
• 実践は基本的に、学生のニーズに応えるための部分的改善にとどま
る

1. 文体改訂レベルを3種類に増やす
• 大学生レベルと研究者レベルに高校生レベルを追加

• https://yanase-yosuke.blogspot.com/2023/11/ver4chatgpt-3.html

2. 「ジェパディ！」型語彙テスト
• 語彙テストを音声モードで実施。AIで作成した音声が、目標語を言わないま
まその語について英語で50秒程度解説。学生はその語が何であるかを当てる。

• https://yanase-yosuke.blogspot.com/2024/07/chatgpt.html

3. ソクラテス的問答
• ChatGPTとの音声英語会話がすぐに終わりがちな状況を改善するため、

ChatGPTに知的探求を促す発話をさせる。
• https://yanase-yosuke.blogspot.com/2024/04/socratic-tutor-chatgpt-35.html

12

https://yanase-yosuke.blogspot.com/2023/11/ver4chatgpt-3.html
https://yanase-yosuke.blogspot.com/2024/07/chatgpt.html
https://yanase-yosuke.blogspot.com/2024/04/socratic-tutor-chatgpt-35.html


2.2 2年めの考察：人間の言語使用とAI
の言語生成の違いについて考え続ける
• 「AI測定」が神格化されることを警
戒。

• 「私たちは大切なことを測定している
のか、それとも測定できることを大切
にしているのか」

• https://yanase-yosuke.blogspot.com/2024/08/2024.html
• https://yanase-yosuke.blogspot.com/2024/08/2021-gert-biesta-

2013-beautiful-risk-of.html

• 論文
• https://waseda.repo.nii.ac.jp/records/2000817

• 学会講演予行演習録画とスライド
• https://yanase-yosuke.blogspot.com/2023/08/let62ai.html
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• ハイデガーの『存在と時間』の用語を換
骨奪胎的に翻訳しての考察

• AIは＜平均人＞が好む＜よくある話＞を
生成することにおいて人間をはるかに凌
駕している。

• しかし、AIはある人が＜実存＞するため
の＜語り＞を代行できない。

• 学会講演予行演習録画とスライド
• https://yanase-yosuke.blogspot.com/2024/08/aiai.html

• 講演を原稿化した文章は、 2025年春に
公刊予定

• 李在鎬・青山玲二郎（編）『AIとことばの
教育：理論と実践の視点から語る』くろし
お出版、所収
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• AIは自らの言語生成に対して、人間のよ
うにはリスクと責任を取らない。

• 人間の言語獲得は、自らの言語使用に
ついてのリスクと責任を取るときに、
もっとも促進される。

• M. ポラニー、H. アレント、N. タレブなど
の論考をもとに考察

• 学習者がいくらAIから支援を受けても、
学習者がことばにリスクと責任を取ら
なければ、現実世界での言語使用につ
ながらないのではないか。

• 研究会講演予行演習録画とスライド
• https://yanase-yosuke.blogspot.com/2024/09/blog-post.html
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3
今後のAI活用型英語ライティ
ング教育：
人間重視と学習の高次化

3.1 「書かれた文章よりも文章を書く人間の方が
重要」
3.2 AIによる英語ライティング学習の高次化
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3.1  「書かれた文章よりも文章
を書いた人間の方が重要」
サム・アルトマン
「いい本を読んだときにはその著者について
知りたくなる。どんな人生を送った人なのか
知りたくなる。だがAIが書いた本についてそ
んな感情を抱くことはないだろう。」

Sam Altman
“When I finish a great book, the first thing I go do is I 
want to know more about the writer. I want to know 
their life story. And I don’t think I’ll ever have that 
feeling about AI writing.”
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当時の革命的メディアであった文字に対する
ソクラテスの見解：文字は著者のことばの影
• 書かれた文字は、著者
と異なり、

• 語るべき相手を見極る
ことができない。

• 補足説明することも誤
解を解くこともできな
い。

• 著者のことばの「影」
にすぎない。

18
CC BY-SA 2.5

CC-BY 2.5

プラトン (1967) 『パイドロス』（藤沢令夫訳）岩波書店
Plato (2005). Phaedrus. (C. Rowe, Trans) Penguin Books.

• 知識をもった者が正しく
論証することばは、文字
と異なり、聞き手に種を
蒔く。

• 種は聞き手の中で実を結
び、聞き手はその実の種
をさらに他の聞き手に伝
える。

• かくして知識は発展し続
ける永遠の命をもつ。



AIを英文完成のためでなく、英語を使い
こなす人間の育成のために使う
• 発表者は英語ライティング授業で、AIを英文の添
削・改訂のための「参考意見生成装置」として利用
している。

• しかし、英文完成が英語ライティング教育の終点で
あるべきではないだろう。

• 学生が、自らの英文で表現し伝達したかった知識に
ついて補足説明し、読み手と対話し、共に知識を育
てることが、学術英語教育の目的だろう。

• 英語ライティング教育は、英文の完成ではなく、英
語を使って他者と共に知識を発展させる人間を育て
ることを目指すべき。
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3.2 AIによる英語ライティング学習
の高次化
• ライティング教師は、語法添削と文体改訂の
大半をAIに委ねることにより、添削・改訂に
ついての高次の指導やストーリーの指導がで
きる。

• AIは英語ライティング学習を高次化する。
• さらなる仮説1：AIは語学科目と専門科目の間
の境界をあやふやにする。

• 仮説2：AIは英語ライティング指導と日本語ラ
イティング指導の境界もあやふやにする。

• 柳瀬陽介 (2023) 「AIを活用して英語論文を作成す
る日本語話者にとっての課題とその対策」『情報
の科学と技術』 73, 6, 219-224.  
https://doi.org/10.18919/jkg.73.6_219

• 前提：AIによって教師が自らの指導力を向上
させるならば。 20
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1年目：AIの擬人化を避け、AIを人間の能力
を補足し拡張する装置とみなすようになっ

た。
2年目：AIの言語生成と人間の言語使用の違

いを重視するようになった。
これから：英語ライティング教育を知識を愛す

る人間の育成と考えたい。

本日のまとめ
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